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家 計 相 談の投稿に みられ る年代別相 談事項の特 徴につ いて

相模女子 大　 三宅栄子　　 常盤学園短大　 Ｏ内藤 道子

〔(社) 日本 家政 学 会

目的　 自分の生 活は 中流である と考えている人 々が,    9 割近 く 存在す る今日 ，家計相 談

に投扁 する人々の ，家 計の悩みを年 代別に分析し ，今後の生活 設計の指 導の資 料とするこ

と を目 的としている 。

方法　 リビング新 聞東 日本（fill台 ， 福島，首 都圏，湘it  ，西 相，静岡)  地 区の「 三宅 栄

子の家 計簿拝見 」に,   昭 和6   0 年 ５月 から6    1年1    2 月 ま でに 投稿され た家計簿と相談 事

項 を，年代別 ，所 得階層別に分類し ，その特徴を みた。

結果　 投稿総数６００ 部の中から ，動労者世帯4    9  3 を 年 代 別，所得 階層別に分類し ，

分析検討した。6    0 年 の 投稿者は3   0 代 が 最も多く. 次 いで４０ 代 ，２ ０代であった 。６

１年に なると,    2   0 代 が 最も多く ，次いで3   0 代,     4   0 代 とな った。投 稿者の９割が首 都

圏と湘 南地区であっtz. . 投 稿 者の4   9   3 世 帯 を世帯 主年齢 別に みると,    3  0 代 が 最も多く

特に3    0 代 前 半の 相談内容は, 「 貯蓄をふやした い 」とい う要望 が最も 多く ，貯蓄をふ や

すため に. 消 費をお さえて努力をして いる世帯の家 計診断 の希望 が多く みら れた。また ，

貯蓄 を1000 万 円 前後所有して いる人の多くli  . 「 住 宅 」購入の希望 があ り，住宅ロ ー

ン返済 にあたって家 計の見直しの 相談が多く みら れた。世帯主年 齢が4    0 代 前 後になる と

返済中 の住宅ロ ーン と教育費の準 備，老後資金の ため の準 備の 相談が多くな っていた･。 そ

の他若い世帯の 場合，共 働きを出産退職でやめ る場合の 家計費の各費目 のバランス ，予算

の たて かたの相 談，出産後 ，親と の同居の問 題な どの相 談がみられた。 若い世代では　 生

命保険の選び方の 相談も多く ，生 命保険 に関 する情報 提供や教育の必 要性も感t ら れた。
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